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風雪三十年 見事な果実が枝もたわわ 

日本残留孤児養父母連絡会 

         創立 30 年記念活動の報告 

                   石 金 楷 

 

 2014 年 7 月 17 日、ハルピン市日本残留孤児養父母連絡会結成 30 周年を記念する催しが

ハルピン市の黒竜江省社会科学院会議室で行われた。中国紅十字会、黒竜江省及びハルピ

ン市紅十字会の責任者、黒竜江省社会科学院、ハルピン市社会科学院、黒竜江省人民政府

外事弁公室日本処、７３１陳列館の幹部、日本残留孤児養父母、日本の孤児、関係の専門

家、学者および養父母会のボランティアの代表 100 人近くが出席した。また日本国駐中国

瀋陽総領事大沢勉氏も招かれて出席した。 

 

100 人近い参加者 

 今回の活動はハルピン市日本残留孤児養父母連絡会創立 30 周年を記念し、往時の記憶を

呼び戻し、中国養父母の偉大な人道主義精神を讃え、若い世代に現在の平和な生活を大切

にさせると同時に、多くの人々に日本の残留孤児及び中国養父母という特殊な団体に対す

る関心を高め、真の意味の中日の世々代々の友好を促進させようとするものである。 

 養父母連絡会の胡暁彗名誉会長は席上、連絡会がこの 30年続けてきた活動を報告、中国

養父母、中国に残る残留孤児および研究者が発言した。集まった人たちは 30 年にわたる連

絡会の活動を高く評価、何人かの専門家は残留孤児養父母連絡会の活動を堅持し、日本の

残留孤児問題の研究をさらに進めること、この歴史的事実をさらに宣伝すること、世界平

和を維持することの重要な意義を表明した。専門家や学者たちは連絡会が交流の中心にな

り、その橋渡し役になり、橋頭堡になって、中日両国の友好人士の団結、中国人民が日本

の残留孤児を守ったこと、さらに多くの人たちが歴史を見つめ、共に困難を克服し、中日

友好事業の発展に寄与することを希望した。 

 

日本からも多くの祝電 

 日本の駐中国瀋陽総領事大沢勉氏は挨拶の中で、記念活動を祝福し連絡会の活動に感謝

を表明した。彼は日中両国が一衣帯水の隣国であり、2000 年近い交流の歴史がある。この

長い歴史の中には多少の不幸な歴史もあった。しかし、今日参集された各位の温かい気持

ちと行動を思うとき、私たちは感謝を表すとともに、大きな勇気を与えられた。両国の間

にいかなる困難が出現しようとも、この困難を乗り越え、さらに素晴らしい友好関係を構

築するものと信じている。 

 記念活動は、黒竜江省人民対外友好協会、黒竜江省科学院などの団体、および満蒙開拓

記念館、東京中国歌舞団、日本残留孤児鹿児島会、中国帰国者自立互助会、大阪府八尾市

日中友好促進会、日本残留孤児作家・長安伊知子、友好人士安達大成、南誠先生等友好団

体と個人からの祝電を受け取った。 

 また日本の朝日新聞、読売新聞がこの記念活動を伝えた。 

 記念活動はさらに素晴らしい歌舞を披露、熱烈な友好ムードの中で幕を閉じた。 

                                （訳 奥村正雄） 
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残留孤児を描いた中国映画 

『厚土深痕』（深い傷跡） 

                         石  金  楷 

■初めに 

 この映像は本誌にも毎号、原稿を寄せていただいている石金楷さん（元ハルピン市中国

残留孤児養父母連絡会事務局長、現在、孤児である夫人とともに東京都に在住）から提供

されたものである。テーマは敗戦後の混乱の中で、孤児を育て上げた中国人夫婦の愛憎、

養父母の情愛に中国人としての意識が強くなってゆく子供の物語である。 

 できれば毎年、秋に東京で開催されている東京映画祭（今年は 10月 23 日から 31日まで）

に参加したかったそうだが、時間が間に合わず、まずは本誌で誌上初公開となった。 

 

■映画のあらすじ 

 1945 年 8 月、日本の敗戦で各地の開拓団に残された老幼婦女子は、飢えと寒さと疫病で

死線をさまよっていた。老四は 4歳に 

なった小山フジを連れて帰宅するが、 

妻・大梅の激しい反対を受けた。大梅 

はかって日本軍の憲兵にお腹の赤ちゃ 

んを蹴り殺された過去を持ち、日本人 

に対する恨みは想像を絶していたのだ。 

老四はフジを収容所に送って行ったが      写真（郵送） 

フジの母親はすでに死んでいた。再び 

フジを家に連れて帰ったがフジの高熱 

は下がらない。夫婦の懸命の看病で、 

フジは危機を脱する。この救命活動の 

中で妻・大梅は日本軍に対する恨みを 

フジに押し付けてはいけないと思い始 

める。フジを留大勇と名付けた。 

 老四が匪賊討伐の戦闘中、犠牲にな 

る。悲痛な気持ちの中で、大梅は大勇 

を立派に育て上げ、学校にも通わせて 

教師にした。 

 時が流れ、中日関係が正常化。残留 

孤児となっていた多くの人たちが日本 

の両親の元へ帰る流れが生まれた。大 

梅は病を隠し、大勇に日本へ帰ることを勧めた。日本へ行く大勇を乗せた車が動き出した

時、突然、車から駆け降りた大勇が叫んだ。「お母さん、私は行かない！」 

 

                          （構成 奥 村 正 雄）  
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いざコンテストへ      

     ―記録映画『10 日間だけの祖国』― 

わたしの方正之路  奥 村 正 雄 

■勝負の時、秒読みに 

私たちが撮り続けてきた、厚労省から認定されない残留孤児・徐士蘭さんの訪日ドキュ

メント『10 日間だけの祖国』は、いま編集作業の大詰めを迎えている。この作業を年末ま

でに終え、年が明けてから最終補正作業にかかり、3月 20日に終了、これを４月初めに締

め切りを迎える『湯布院映画祭』コンテスト部門に応募する予定である。 

だが制作の最終段階を迎えて迷いが尽きない。たとえば、予想された訪日ビザの申請許

可が、予定より遅れに遅れて、私たちがイライラしながら受け入れ準備（徐士蘭さんと付

添いの 3女・叢会霞さんが宿泊予定のホテルや東京、千葉で開催予定の歓迎会場の予約）

をいったん解約したり先送りするうち、あの東北大震災発生の直後にビザが下りたという

メールが入ったのだ。その時の当惑と、明日はどうなるかが、だれも予測できなかったこ

の時期に、有効期間 3か月という限られた時間の、どの 10日間を「来日」と決めるか…。

徐士蘭さんの悲願を叶えたいとここまで進めてきたが、この未曾有の国難に遭遇するとは

…不運とあきらめてもらってキャンセルすべきか？！ 迷った末、私たちはここで、3 カ

月後の来日に賭ける「苦渋の決断」を迫られた。 

 

■「中国へ避難を！」 

この問題を含め、徐士蘭さん訪日の土壇場にきての緊張場面を、東北大震災の新聞に載

った写真 1枚で語らせるわけにはいかない。悩んだ末に思いついたのが、この緊張した局

面で毎日、何回もやり取りした徐士蘭さんの孫娘との電子メールのやりとりだ。 

「おばあちゃんは心配してるでしょう。私たちは迷った末に、ビザの期限ぎりぎりの 6

月 8日からの 10 日間と決めた。その予定で飛行機の切符も頼んでもらっていいよ」 

実は東北大震災が起きた直後、それまでも双方のメールによるやりとりを担当してくれ

ていた孫洪波さん（徐士蘭さんの長女の娘）から泣かせるメールが入ってきていた。 

「中国へ避難して来ませんか」 

というのだ。あとでわかったことだが東北大震災の第 1報が海外に伝えられると、各国

は放射能汚染が日本の国土全体に及ぶ可能性を心配し、すぐ日本に居住する自国民に帰国

するよう知らせた。ひとり日本は混乱を恐れ、自国民にはいっさいこの可能性を報じなか

った。その怖れを徐士蘭さんの孫娘のメールで読んで胸が熱くなった。 

 

■二度とない輪の広がり 

もう一つ、最後の編集作業に入ってぶつかった壁はフィルムの長さだ。応募規定は時間

60 分である。どのカットを生かして、どの部分を切るべきか。メーデーや、さまざまな集

会に出かけて行ってアピールしたり、署名やカンパ活動を広げた。中国残留孤児やその支

援組織、支援弁護団などに資料を送り、帰国者の団体や北京の日本大使館の有志達からも

カンパをいただいている。祖国が残留孤児と認めない一人の老女に、ただひと目、祖国の

土を踏ませてあげたいというアピールに、これほど支援の波が広がり、老女の願いが実現

するというドラマは、もう今後、ないだろうと思う。それだけに、コンテスト応募で区切

りがついたら、ノーカット版への挑戦、という誘惑に駆られている。 
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「徐士蘭ドキュメンタリー」制作ウラ話  

会 員  吉 川 雄 作 

未認定中国残留孤児・徐士蘭のことをご記憶であろうか。

そしてドキュメンタリー映画のことは……？ 

ものが完成していないのに「ウラ話」でもないと思うが、

最近は、「映画はどうなったの？」と聞かれることもめっき

り少なくなってきたので、忘れられないように敢えてウラ

事情の一端を書いておきたい。 

本年６月の総会で「10 日間だけの祖国」の“試写”を 

させて頂いた。奥村弁士の語りで何とか恰好をつけても     2010 年６月 方正の自宅で 

らったが、思い出すのも冷や汗三斗の“汗顔もの”であった。 

映画の元になる映像はテープ 10 本余り、延べ 10 時間以上に及ぶ。2010 年、方正の徐士蘭宅

での聞き取りと方正名所案内から始まり、招日活動の記録（文書・写真・メール等）。そして 2011
年、招日が実現して、新潟空港で出迎え・滞在中の密着撮影（厚労省訪問・千葉と東京での歓迎

会・西伊豆で富士を見る）から新潟空港で見送り。2012 年の方正行き（徐士蘭の旧居周辺と旧

知宅訪問）。さらに今年 1 月、「厳冬のハルビン・方正」（校舎・黒竜江省弁公室での撮影）と、

豊富と言ってよい。これを 1 時間前後の作品にまとめたいのだが、なかなか構想が定まらない。 
加えて、撮影機材・編集機器にいくつかの問題があり、実際にトラブルも重なった。 

撮影には SONY のホームムービーカメラ（一世代前のデジタルテープ方式）を使用してきた

が、カメラはもちろん再生装置・編集機などの周辺機器もすでに製造中止になっている。万が一

故障しても修理できる保証はない。 

編集と DVD 作成の作業はパソコンによるのだが、これも編集ソフトは Windows XP にのみ対

応のもので、ご存知のように Windows XP は本年 4月にサポート切れになって、突然のダウン

もあり得る。加えて、わがパソコンは記録装置の残量が少なくなり、せっかく時間と労力を注い

で編集したものが保存できなくなった。対策として急遽「外付けハードディスク」を購入したが、

使い慣れないので再々操作ミスを犯す。保存したはずのものが一瞬にして消滅（？）したことも

再三に留まらず、そのたびに、元テープからの「取り込み」からやり直しとなった。 

しかし、機器操作に習熟するためには、ミスを繰り返してでもやらねばならない。新旧の機器

の狭間で、いつまた突然のご破算になりはしないか……という恐怖の中での作業であった。 

――というわけで、６月の試写は、薄氷を踏む思いでなんとか間に合わせた「駆け込み上映」

であった。素人が映画を制作することの“無謀”を思い知らされた。 

だが、乗りかかった舟、徐士蘭の招日実現に協力頂いた方々への感謝を兼ねた報告という意味

からも、映画の完成は必須の命題と自覚している。何としても完成させなければならない。 
 羽田澄子監督の「私の記録映画人生」（2013 年 3 月 岩波書店刊）によると、映画制作は企画・

撮影から完成までに 3 年 4 年かかるのは普通で、完成までに十数年かかった作品もあるという。

監督の記述に力を得て、「未認定残留孤児の招日実現」という空前絶後とも言うべき貴重な機会

と映像材料が、宝の持ち腐れにならないよう、飽くことなく完成を目指していく。 
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『ある華僑の戦後日中関係史 

―日中交流のはざまに生きた韓慶愈』（明石書店）を上梓して 

 
大類 善啓  

 
＜日中交流のはざまに生きた韓慶愈＞というサブタイトル

をつけたように、本書の主人公は、在日華僑の韓慶愈であ

る。裏話をすると当初私は、『ある華僑の秘められた＜もう

ひとつの昭和史＞』というタイトルを考えていた。しかし

明石書店との話し合いで上記のような書名に落ち着いた。 
現在、大きい書店をのぞけば、「中国が崩壊する」と云っ

た本が並び、週刊誌には反中感情や嫌韓感情を煽るような

記事が躍っている。「日中友好」を望むような本が売れず、

「中国脅威論」や「韓国嫌悪観」を煽るような本が売れる

という実に嘆かわしい時代にある。 
 40 余年前、日中国交回復を求める国民運動が全国的に広がり、政府を動かす力になり、

民間レベルでの豊かな交流が日中の間には広がっていたのである。 

例えば 1954 年、李徳全を団長とし、廖承志を副団長とする新中国になって最初の代表団、

中国紅十字会代表団の来日は「李徳全旋風」と呼ばれるほど日本の民衆は歓迎し、新聞は

連日、好意的に記事を掲載したのだった。李徳全一行が京都から大阪へ向かう一時間、国

道の両側から、人々は絶え間なく赤十字の旗を振って歓迎したのである。 

その後、世界的な京劇役者・梅蘭芳
メイランファン

を代表とする戦後初めての京劇代表団の来日の際、

戦前の軍部の嫌な記憶がある梅蘭芳に対して周恩来総理は、「愛国的な芸術家であるあな

たはきっと、心の中にわだかまりがあるでしょう」と気遣いながらも、大きな視野で日中

の友好を願って日本での京劇公演を支援し送り出した。 

中国切っての映画スター・趙丹と高峰秀子ら日本映画人との交流など、本当に豊かな日

中の民間交流が生き生きと輝いていた。 

 

書かれることの少ない華僑からみた戦後とはどうだったのか。そして日中関係が冷え込

む今、拙著を通じて、過去の交流を思い返していただきたいと思う。 

書評などの紹介記事は別に転載させていただいた。また、＜日中友好 99 人委員会＞会報

には秋岡榮子さんが書いてくれた。これは 12月初旬に発行されるので転載という形を取れ

なかったが、秋岡さんのご了解のもとに本誌に掲載させていただいた。記事を書いていた

だいた皆さまには改めて感謝を申し述べたい。 

まだ拙著をお読みでない方は、ぜひ書店でお買い求めていただくか、図書館に請求して

いただき、ご一読いただければ嬉しい限りです。 

（おおるい・よしひろ：本会事務局長） 
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日中問題の深淵に誘う韓慶愈半生記の魅力 
 

―大類善啓著『ある華僑の戦後日中関係史』を読んで― 
 
                                   石飛 仁 
 
 
在日華僑の苦悩 
 
本書は、歴史に翻弄されて来た在日華僑の苦悩する姿を真摯な筆致で描いた好著である。 
尖閣列島問題が発生して、日中両国関係は、一気に悪化し、１９７２年以来積み上げられて

きた、国是としての日中友好政策は、暗い谷底に突き落とされたかのように、冷え込んでしま

った。友好の冠をかぶせることによって維持されてきた領土の問題を、ほとんど一方的にその

冠をはずして、実効支配の現実を盾に、所有権を言いだしたのでは、外交音痴で日中戦争の複

雑なる沼に落ち込んだ過去から、なにひとつ学んではいないことになってしまった。外交音痴

が常である現政権のポカを笑って済まされない深刻な溝が両国間にはあるのだ、表現力の極め

てへたくそな日本人民の島国ならではの性質もまた問われなければならない。 
そういう意味からして、真の日中関係史を人の営為によって探る本書は貴重である。 
中国のことを大事に思えば思うほど、日本民族に必要なことは、己の存在を世界視野の中で

捉えるという努力である。絶えることなく押し寄せてくる被害者側のコブシには、歴史を刻ん

だ怨念が宿っているのだから、両国民の過去は一体全体どうなっていたのかということについ

て、政治的にではなく、人の血肉として、その内実を正確に理解しなければならないのである。 
 
私は、二年前、旧満州帰りの人々によって、設立された社団一般法人「国際善隣協会」の一

会員として、日中戦後交流史の裏方として活躍されてきた本書の主人公、韓慶愈氏をお招きし

て日中交流史の知られざる逸話を語ってもらったことがあった。その時の意義は、現場で汗を

かいてきた人の姿がめっきり少なくなり、両国の複雑な関係性を歴史の事実に立って展望でき

る人がいなくなっていたからである。田中角栄総理の日中友好政治路線が退潮していくにした

がって、観念論や伝聞、曲解が横行するようになり「事実なんかどうでもいい」と言い出す某

大学教授が出現したり、１９７２年に戦争賠償を放棄してまで平和友好を国策として築き上げ

た「日中共同声明」を、桎梏だと言い出してつぶそうとする戦争賠償蒸し返しグループが登場

する時期になっていたから、実際の日中交流の裏方として汗をかいてきた韓慶愈氏には歴史の

生き証人としてぜひとも登場していただきたかったのである。 
 

 「華人労工」と韓慶愈との出会い 
 
私には、韓慶愈を知るきっかけがあった。それは、日本敗戦が決定的になってソ連共産軍が

満州に侵攻して逃げ惑う日本人が命を落とし、ハルピン郊外の「方正県」に「日本人公墓」と

して五千人の霊が中国側の協力で守られていたのを、著者の大類善啓らが「方正友好交流の会」

を作り、また韓慶愈がそれを支援して日中民間交流を盛んにしていることを知ったことによる。 
私は、国交正常化の一年前から、「花岡事件」(1945 年 7 月 1 日に発生)を追跡し加害企業と

交渉を開始していたが、謎となっていた敗戦直後の日中混乱時代の真の姿を捉える観点から、

満州国留学生韓慶愈の過去に注目したのである。 
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韓慶愈は、満州国からの国費留学生として、在日の身にあったときの話である。戦局悪化の

一途をたどる負け戦の中で、満州国政府に帰国船に乗るように言われ、八月八日新潟港か帰国

の途に着く。その船には満鉄社員の家族も乗り込んでいるばかりか、日本軍の精鋭暁部隊が軍

需機械設備を積み込んで、満州国に移して、本土決戦の補強を担うこととしている十艘からな

る船団だった。新潟出航の目的港は、羅津港（ラジン現在北朝鮮）だった。ところが船上でソ

連軍の参戦（８／９）が知らされると、船団は日本海を彷徨いはじめた。そして出港して一週

間後の八月十五日、船上で日本が戦争に負けたと知らされる。留学生たちは、内心こみ上げて

くる喜びをかみ殺さなければならなかった。周囲は落胆する悲壮な日本人ばかりだから留学生

たちは下を向いてその場をやり過ごした。翌日、船は敦賀港に着岸した。満州国留学生たちは

日本に残留するしか方途はなかった。日本敗戦の只中で、食料を求めて京都に出て、さらに東

京を経て次に盛岡へと移った。その盛岡に逗留中に崩壊した満州国の官吏が救済にやって来て、

一人ひとりに帰国費用等生活費を満額渡してくれた。微妙な立場である。時間つぶしのような

北海道旅行にでかけた。そこで出会ったのが、戦時下の「華人労工」として華北地区（汪兆銘

国民党支配下）から日本各地（１３５か所）に連行されていた労働者の群れだった。存在自体

が謎だったのだが、満州国の留学生たちは、彼らの寮を訪ねたりして交流している。私が事情

を聞きたかったのはその接触時の貴重な証言を得ることであった。 
 
敗戦の混乱を利用した「花岡事件」の隠蔽 
 
韓慶愈は、日本に残留した満州国留学生として、まさに激動の敗戦直後の日本に居続けたわ

けだが、仲間たちはそれぞれの機会ごとに生きるために散っていく。帰国のチャンスが巡って

くることを待ちながらも、仕事を探して残留生活に入るのだ。彼は、中国語新聞の記者となる

道に就くことができた。記者となって日本に進駐してきた蒋介石国民党代表部と接触すること

もあった。国際軍事法廷(東京裁判)も傍聴し、「華人労工」の身分で戦犯事件「花岡事件」の体

験者でＢＣ級「横浜裁判」の証人とし残っていた翟樹棠とも親交を結ぶ機会があった。中国人

四万人強制連行（「華人労務者移入政策」閣議決定）の全貌については、当時は、画策した官吏

と学者以外は、誰もが知らぬ事実だった。検事役となった中国の国民党蒋介石側も、この国家

犯罪の全容は把握したとは言えない中途半端なものだった。だから、国家犯罪の一部分として

個別の被害者については知っていても、全貌を知る由もなかった。ずっと後になって追跡調査

してから少しずつわかったに過ぎない。今ではその全貌は私をして明確となっている。だが、

連行された「移入華人労工」（カラクリ有）と留学生たちが、敗戦直後の東京で接触していたと

いう事実は、当時の中国関係者の状況を理解する上で極めて貴重な証言だったのである。 
 
韓慶愈が、残留満州国留学生の立場で、日中間の戦後処理につき、最前線で奮闘していただ

ろうことは、本書の中で見え隠れして有用である。激しい国共内戦を経て、中国人民政府（共

産党を軸にした連合政府）が北京に出来たのは、１９４９年『昭和２４年』１０月のことであ

る。日中の戦後史につき不明な点が多いわけは、日本人の引き揚げを巡って、内戦がすぐに勃

発したことによる。つまり、国共の満州国の争奪戦や国民党内の内紛ともいえる、蒋介石と汪

兆銘の争い。一気に膨張する共産党指導の連合戦線。沿岸地域と内陸との格差問題が入り組み、

しかも中国側（軍閥）に有用だとして残された残留日本兵の存在と、引き挙げろという元帥に

逆らっての内戦加担の残留皇軍の存在など、まさに混戦の中国である。だから、その反映で日

本には戦勝国として進駐をしなければならなかった国民党軍は、代表部の官吏（軍人）以外に

は、進駐軍を派遣することができなかった程である。 
だから、対日戦勝国の一員として敗戦国日本に乗り込んできた蒋介石国民党の「中国代表部」
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はきわめて脆弱だった。上海から米軍の飛行機に便乗しての形ばかりの日本進駐を果たした彼

らは、満州国や汪兆銘親日政権が大使館として持っていた建物を接収するのがやっとで、代表

部の警備は、なんと「花岡事件」戦犯裁判の証人として残留中の「旧労工」を軍服姿にすげ替

えて国民党軍人（即席の進駐軍）に仕立てるのがやっとであった。 
 在日中国人の身分が確定するのは、講和会議（１９５１年４月日華平和条約）が成立してか

らになるが、中国は北京と台北に割れて二つの政府となって国共の争いはさらに続いていった

のである。その、最も難しい混戦時代を果敢に潜り抜けたひとこそ在日華僑・韓慶愈だったの

である。 
    
廖承志から託された任務 
 
新中国政府誕生時から対日本関係の中国側高官は、なんといっても日本に留学経験のあつた

周恩来総理であったが、党中央の座にあった周恩来総理が対日関係を任せていた人物こそ、廖

承志だった。その対日高官である廖承志から、韓慶愈は、在日華僑のまとめ役として新聞発行

をするようにと指示を受ける場面があった。中国の内情を正しく在日華僑に伝えて日本にいる

華僑をまとめていくようにという役割が、指示されたのである。 
当時の日本には、満州国留学生、国民党（汪兆銘）派遣の留学生、台湾からの留学生等が中

国（戦勝国）留学生として存在していた。戦前から家族とともに日本で営業していた華僑がこ

れに加わるが、その子供たちは、本国語の使えない華僑としてその一隅にいた。彼らは、日本

人の中で育っているので、日本の実態はよく知っている分、日本への敵意は希薄だった。それ

らの複雑な出自を理解したうえで人間的にこれをまとめ上げる任が韓慶愈に与えられたのであ

る。 
若き活動家韓慶愈が、今回初めて本書で明かされた、「短期間日共秘密党員の経験有り」とい

う点も、当然の活動経緯があっての話であろう。最終的には旧満州に帰りたいと希望していた

韓慶愈が、その希望を閉じて再び日本に戻る事情の描写は、著者大類の手で克明に描かれてい

る。新政府に期待して新中国建設のために働きたいという若い華僑たちが胸ふくらませて、続々

と帰国するとき、韓慶愈だけは「新聞発行」の任を指示されて日本に戻されて残るのである。

１９５３年７月２日、韓慶愈２７歳の時の決断であった。 
しかし、韓にその任を与えた中国政府の側で、その後、大異変が起きた。階級闘争という文

化革命が若者を大動員して開始されたのだ、その内実は一大権力闘争に終始したものだった。

希望に満ちて帰国していた華僑たちの身の上にも少なからず犠牲が出た。外国にいたこと、こ

の場合は日本から来たスパイだとしてつるしあげを食ったりしたのである。 
もし、韓が指示に逆らってあの時に帰国していれば、日本との交流を大いに促進していただ

ろうから、いちいちやり玉に挙がって命まで脅かされていただろう。しかし、韓は日本に帰化

することなく嵐の過ぎるのを待って再び日中交流促進にまい進するのである。 
 
梅蘭芳来日公演成功に賭ける 
 
彼自身が、力を注いだいくつもの日中友好事業の中で、誇らしく思い出されるのは、戦後初

の京劇役者、梅蘭芳（メイ・ランファン）の来日に尽力し通訳と防衛を果たし大成功させたこ

とであった。 
戦前にも二度来た経験のある梅蘭芳は、日本では京劇の名女形とし絶大な人気があり、共産

党政権になって戦後の西側に組みした日本政治体制とは対極にあったが、こと舞台文化芸術に

おいては、感動だけに価値があり、むしろその価値を支える体制という意味で、公演の成功は
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絶大なものがあった。対日トップの高官周恩来の祈るような成功期待を、韓は一身に受け止め

て防衛に勉めた、防衛とは、蒋介石台湾派からの激しい妨害工作に対抗して梅蘭芳を守って、

日本の大都市での全国巡回公演を成功させることだった。１９５６年、韓慶愈が３０歳のとき

である。妨害を排して、必死で公演を成功させた韓は、この経験で二回りも、三回りも人間が

大きくなったと思えたという。確かに、文化芸術は、政治と違い、国境を超えて大きく人間を

感動させる力があるのだ。人間同士なら政治体制の違いがあっても通じ合うものは確実にある。

この信念が梅蘭芳から直接学んだ人間的核心だったのである。 
韓慶愈は、以来今日までずっと全階層の日中交流企画に現場人間としてたずさわってきた。

政治的断絶の続く情況下であっても日中の文化交流を盛んにし、政経分離をはかって廖承志と

高崎達之助の名を被せた LT 貿易を推進し、京劇の名優梅蘭芳(メイ・ランフアン)の全国ツアー

を成功させ、アニメ「鉄腕アトム」を中国中央テレビの全国放送網に乗せて子供たちを喜ばせ

てきた。そして対立関係にあった垣根を越えて画期的な国交正常化への地ならしを成し遂げて

いくのである。そして、韓慶愈でなければできなかったとされる日本の優れた工業技術の中国

伝播の事業を促進させた。 
日中交流に腐心すればするほど、両国の違いを正確に知る機会が訪れる。今最もその違いに

韓慶愈は心を痛めていることがある。急激な経済発展に伴い中国人が海外に出かける機会が増

えると同時に、そのマナーの悪さが目立ってしまうのだ。相手国の文化を理解し守ることは、

真の交流を促進するときの前提である。韓慶愈はマナーの向上を目指す「東方文明振興会」を

設立し、その会長に就任したのである。 
本著は、日中友好に果たした韓慶愈の事績が、孫文・魯迅・郭沫若・周恩来と続く高徳なる

日中交流人士の王道に沿うものであることをよく示している。 
 
 

（いしとび・じん：1942 年生まれ。ルポライター、劇作家・演出家。著書に『風の使者ゼノ』

『花岡事件鹿島交渉の軌跡』・『花岡事件・秋田裁判記録』『蘇れ古代出雲よ』他。旧「新劇人

反戦代表」、東京東アジア文化交流会主宰を主宰） 
 
 
  
編集部注 

＜石飛氏のライフワークは、「中国人強制連行」問題「花岡事件」の調査と償い交渉である。

花岡事件は。1945 年 7 月 1 日（6 月 30 日説を取る人もいる）に秋田県の花岡鉱山で中国人強

制連行労働者が過酷な労働に蜂起したが失敗。全員が拷問、虐待を受け鎮圧された事件をいう。

日本は戦争末期、国内の労働力不足を補うため、中国大陸や朝鮮半島などから強制連行によっ

て労働力を確保する政策を取っていた。 
来年は 70 周年ということで石飛氏は現在、7 月 1 日花岡事件７０周年記念現地慰霊祭とシン

ポジュウム開催準備中である。 
今のところ、現地の正信寺で 6 月 30 日と 7 月１日に法要などが行われる予定である。来年

６月発行予定の『星火方正』20 号には詳細を報告できると思う。関心のある方は事前に連絡い

ただければお教えできると思う＞ 
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激動の時代を生きた青春譚 

―「ある華僑の戦後日中関係史」を読む― 

森 一彦 

 

 

本書「ある華僑の戦後日中関係史」は、1943 年、17 歳で「満州国」公費留学生として来

日し、日本の敗戦後も日本に留まり日中関係の交流に尽力された、韓慶愈氏（以下敬称略）

の半生を描いたものだ。著者は、韓のもとで働いた経験のある、社団法人日中科学技術文

化センター理事・方正友好交流の会事務局長を務める大類善啓氏（以下敬称略）。 

 

 1926 年、中国遼寧省の農村に生まれた韓は、17歳で来日し茨城県の太田中学（現在の茨

城県立太田第一高等学校）に入学する。学友たちは優しく、日本に対する悪い感情は一新

されたという。 

 1945 年 8 月 8 日、「満州国」からの帰国命令を受けた韓たち留学生は、新潟港から帰国船

に乗るも、16 日朝、日本の敗戦が船上で伝えられる。その時、留学生仲間の先輩が言った。

「日本は負けた。だからといって我々が喜んでいたら殺されるぞ」――下を向いていれば

悲しそうに見えるといわれ、留学生たちはみんな下を向いていたという。この頃から韓は、

自分の置かれた状況を冷静に分析する習慣がついたように思える。 

1946 年には、日本全国の留学生の統一組織である中国留日同学会が成立する。中国から

派遣されてきた国民党の代表団に、韓は中国人留学生の代表として会うのだが、思いもよ

らなかったことに、国民党は、旧満州からの留学生を「中国の裏切り者」と見なしていた。

衝撃を受けた韓の気持ちは、徐々に国民党から離れていく。 

 

やがて新中国の誕生後、華僑の帰国運動にも取り組んだ韓は、1953 年、東工大を卒業し

たその年に、中国からの残留日本人の引揚船の復路を利用した帰国船に学生代表として乗

船、天津では熱烈な歓迎を受ける。そこでの、対日政策を担当することとなる大物政治家

の廖承志との出会いが、中国へ帰り新しい祖国建設に協力しようと考えていた韓の運命を

変える。廖承志から、「日本に残って中国語の新聞を出してもらいたい」と言われたのだ。

その時には、本意ではなかった韓だが、この時代に中国に帰国した華僑や留学生たちは後

年、文化大革命の大変な災禍を被ることとなる。 

日本に戻った韓は「大地報」を創刊し、最盛期には一万部を発行するまでになる。 

そうして 1954 年、新中国最初の訪日団となる中国紅十字会代表団への記者としての随行

から、その後の重要な訪日団に深く関わり続けた韓の歩みが始まる。李徳全を団長とする

その団には、廖承志、肖向前、王効賢、呉学文、楊振亜など、後の日中関係を担う錚々た
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るメンバーが含まれていたという。 

後に、中国共産党が日本共産党と袂を分かつ最後の訪日団の通訳も、廖承志の指名によ

って呼ばれるほど、韓は信頼されていた。 

その後、数々の中国からの訪日団の通訳、随行を重ねた韓は、呉学文や京劇の梅蘭芳、

作家の巴金、謝冰心、映画スターの趙丹らとの親交を深めることとなる。文革で消息を絶

った趙丹と、高峰秀子が 15 年振りに再会するシーンは、本書のなかで印象的に描かれてい

る。 

 

文革の影響は、韓が創刊し 15年続いた新聞「大地報」にも及び、1970 年の初頭に廃刊と

なるが、その直後に韓は、株式会社向陽社を設立する。同年に、韓は親族訪問ということ

で訪中するが、迎えてくれたのは公安だった。韓はスパイと疑われていた。韓と下放中の

娘との再会シーンも、韓の心の痛みとして印象に残る。 

そして、日中国交回復、周恩来、朱徳、毛沢東の死、文革の終焉。そして中国は、改革・

開放政策へと大きく舵を切る。太極拳の楊名時を中国へ案内した韓は、北京で趙丹と 16年

振りに再会する。趙丹が亡くなる 2年前の 1978 年のことであった。 

 日本の戦中・敗戦の只中から戦後の混乱を経験し、国民党からは厳しい言葉を浴びせ

られ、新中国の成立、文革の嵐、日中の国交回復、文革の終焉から改革開放へ――時代の

波に翻弄され続けた韓は、常に自分の置かれた環境を冷静に分析し、政治や社会を時に冷

ややかな眼差しで見つめながら、そこに生きる人間個人との付き合いだけは守り続けてき

た。 

本書を読むと、韓が立ち会った歴史の分岐点での数々の貴重な体験や、自身が通訳した

歴史的な会談の内容を、韓は決して自慢したり、ひけらかしたりはしていない。むしろ、

一歩引いて冷徹に分析したり、自身の心の痛みとして吐露したりするのである。 

大類は、本書のまえがきに、こう書いている―― 

「中国大陸にルーツを持つ華僑は、度重なる戦乱を潜り抜けてきた人々の末裔らしく、

自己の人生を大仰に語らないように思える。いつも淡々と生きているかのように見える。

韓もその一人かもしれないが……」 

 

韓と大類との最初の出会いが、韓が設立した向陽社の入社面接であったことは、本書に

詳しい。向陽社は、日本の生産管理システムなどを中国に初めて紹介した雑誌「日本工業

技術」の刊行や、工業辞典、電碼本、貿易必携などの出版を行なうとともに、手塚治虫の

TV アニメ「鉄腕アトム」を中国で大ヒットさせるなど、日本企業の中国における広告活動

に路を切り開いた会社でもある。 

初期の「向陽社には多士済々の人物がいた」と大類は書いているが、本稿を書いている

私も、向陽社に勤めていたことがある（多士済々のなかには含まれないが）。 

ここで私の赤面ものの体験談を披歴したい。若気の至りで早々に向陽社を離れた私は、
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ある中国関連企業の入社面接で、その会社の社長から次のように言われたことがある。 

「韓さんの会社を辞めた人間を、理由の如何にかかわらず、ウチが雇い入れる訳にはいき

ません」――と。その時には、若い私にはその言葉の意味するところが理解できなかった。

しかし今回、本書を読み日中関係における韓の存在の大きさを改めて識り、30 数年振りに

ようやく、あの時あの会社の社長に言われた言葉に得心したのだった。 

 

本書の著者 大類は、私にとっては向陽社の先輩であり、30 年来の友人であり、また私の

仲人でもある。しかし付き合いは水の如く淡く、お互いを干渉することもなかった。今か

ら 10年ほど前に、私は難病を患い 7ヵ月間の絶食生活を送っていた。その時に、大類が誘

ってくれて、一緒に六本木ヒルズの美術館で開かれていた草間彌生展を観に行ったことが

ある。真っ赤な水玉模様や巨大なかぼちゃ、草間彌生の底抜けに明るくポップな世界に、

鬱鬱とした日々を送っていた私は圧倒された。この時のことを、本書の文革後の後半章を

読みながら、なぜか私は思い出していた。 

本書の終章のなかの「韓との最初の出会い」文中に、大類が中国との仕事がしたいと思

い至るきっかけとなった、1978 年の初訪中時の感想を書き留めたこんな記述がある―― 

「中国初訪問は刺激的だった。上海に入り、大きな通りをゆったりと歩く市民の姿を見

たとたん、中国の民衆はやはりイデオロギッシュな民衆ではない、と直感的に思った。イ

デオロギッシュというなら、日本人の方がもっとイデオロギッシュではないか、とも思っ

た。悠々と歩く上海市民の姿を見て、中国的世界に惹かれた」 

 

本書は、激動の時代を生きた韓の歩みを大類が書いたものである。しかしその一方、私

には、大類自身の彷徨する魂こそが、彼を中国という世界と出会わせ、韓と出会わせ、本

書を書かせたのではないかと感じるのだ。韓慶愈の、国家と時代とに翻弄されながら彷徨

しつつも泰然自若とした歩みと、本書の裏側に隠された大類善啓の思想をめぐる彷徨する

魂の歩み――その二つの青春譚としてのキラキラとした輝きを、本書は放っている。それ

こそは、激動の時代のなかで積み上げられてきた、日中関係の草創期の輝きと言えるもの

なのかもしれない。今、その輝きは、日本と中国の人々に継承されているだろうか。 

 

（もり・かずひこ）1958 年生まれ。方正友好交流の会理事。向陽社等を経て西武百貨店北

京駐在事務所長として 93 年から 3 年半を北京で過ごす。現在、米国系の広告会社 I&SBBDO

に勤務、同社の元社長の一人には、田中角栄訪中時に同行記者団の団長を務めた元読売新

聞政治部長の三箇和彦氏がいる。 
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「ある華僑の戦後日中関係史」（大類善啓著）を読んで 
秋岡 榮子 

 
上海にいると、文化大革命も遠い昔のことだと感じる。 

 昨年末、上海の「富二代」のチャリティーパーティーに招かれた。「富二代」とは、 
金持ちの息子や娘のことである。参加者はほとんどが２０代～３０代前半、いわゆる「パ

ーリン（八零）後」（1980 年以降に生まれた人々）であり、貧しい中国を知らない青年たち

だ。 
このチャリティーパーティーの趣旨は、農村の貧しい子供たちにランドセルや食べ物を

供給するというボランティア活動である。パーティーの会場に選ばれたのは、市の中心部

を離れ、川沿い立ち並ぶ民家の一角にある古びたビル。中に入ると、そこはかつて私が文

革中に通った北京の中学校の教室そっくりのたたずまいで、供される食事はホーローの皿

やマグカップに入っていた。幹事の青年たちは紅衛兵を思わせる小さな赤いスカーフを首

に巻いている。「いまこういう文革スタイルのお店がおしゃれなの」と私を誘ってくれた女

性経営者が耳元でささやいた。チャリティーにかけられるのは、普段、家で飲んでいると

いう１本１０万円の赤ワインやおそらくもらい物であろう古美術の類である。パーティー

をぬけて外に出ると道には人だかりができていた。ベンツ、ＢＭＷは珍しくない上海でも、

フェラーリ、ロールスロイスといった外車がモーターショーのように並べば、物乞いまで

集まっていた。 
 韓慶愈さんの半生を描いた本書は、日中関係者にとって自分の歩いいてきた道と重ね合

わせて様々な史実を確認する優れた著作であるだけでなく、今の豊かな中国しか印象にな

い人々、あるいは尖閣列島問題に代表されるような常に対立し、反中、反日の日中関係し

か知らない人々に、両国の関係がいかに多くの努力と犠牲をともない、 
一進一退を重ねながら築きあげられたものであるかを教えてくれる。「ある華僑の戦後日中

関係史」で大類善啓さんが描く史実は懐古趣味的な歴史ではない。文革ごっこのパーティ

ーのようなレトロな世界でもない。テレビドラマのように波乱万丈の展開で人を惹きつけ

ようとするものでもない。時代の求めに応じて、時には迷いながらも決断し、間違ってい

たと反省もしながら、日中両国の間でしっかりと生きて、歴史の一部を造り上げた人間の

物語である。また、「何事かをなす」という人は、運命をも味方に引き寄せる「志の力」が

あるということを深く感じさせられる人生の書でもある。 
本書には韓慶愈という人の個人的な経験を超えた日中の歴史が書き込まれている。韓慶

愈さんの半生は、時代こそ異なるが、私のこれからの人生の「半生」でありたいと願う。 
                 ～１１月２６日の誕生日に上海のオフィスにて～ 
  

（あきおか・えいこ：1956 年、東京生まれ。2010 年、上海万博日本産業館事務局長・館長。

新聞社の北京特派員の父親とともに小６、中１を北京で過ごす。金融機関勤務を経て、個

人事務所を設立。テレビ、ラジオのキャスター、政府審議会委員などを歴任し、現在は東

京と上海の両都市に拠点を構え、食品輸出関連のコンサルティングを行っている） 
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山口淑子のこと 

「あの時、関東軍は逃げてしまったんですよね」 
大類 善啓 

 
山口淑子がこの９月７日に亡くなった。享年 94 歳、＜李香蘭＞として生きた、文字通り

波乱の一生を終えた。各紙の文化欄では、映画評論家や映画記者たちの追悼記事がたくさ

ん出た。映画の記事をずっと書いてきた朝日新聞編集委員の石飛徳樹氏は、「文化記者の最

も重要な仕事は、その道の偉人が亡くなった時に過不足なく業績を評価し、歴史の中に位

置づけることだと考えている」と書き、「その意味で山口淑子は、文化記者にとって最大の

難物だった」と記している。（朝日新聞、2014 年 10 月 26 日付朝刊） 
確かに、評価するのは難しい人だったのではないかと思う。日本のメディアは、生前、

大して功績のない政治家で、常日頃その人物を批判していても亡くなると、その批判の牙

を抜いて、いいことづくめで追悼記事を書くような体質がある。良く言えば、死者に鞭打

たないということだが、こういう“日本的な風景”を見せられるのは、好きではない。そ

こで思い出すのは、「政治は義理と人情だ」というような旧い体質の大野伴睦が死んだ時だ

った。大宅壮一が「浪花節のように生きた政治家が死んで良かった云々・・・」と得意の

毒舌を吐き、小気味よい感じを持ったが、かなり批判されたと思う。 
 
日本と「満洲国」に利用された李香蘭こと山口淑子 
山口淑子は「満洲国」の国策映画会社、満洲映画協会の“中国人女優”として、「日満親

善」のために利用されて生きてきた。戦後は日本人女優として甦ったが、アジアの一部の

中には、経済的に＜台頭する日本＞と歩調を合わせるかのように、テレビ番組のキャスタ

ーとして登場してきた山口淑子を「＜大国日本＞の文化的先兵のように見える」と、警鐘

を鳴らすむきもあったようだ。 
それでも、『戦争と平和と歌』（東京新聞出版局）という山口淑子自身の著作や、四方田

犬彦の『李香蘭と原節子』（岩波現代文庫）を読むと、テレビキャスターとしてパレスチナ

に出向き、アラファト議長から「ジャミーラ」という（美しいという意味らしい）名前を

もらい、イスラエルのシオニストらの攻撃にさらされているパレスチナの人々への同情心

を強く持っていたことがわかる。四方田は、山口をインタビューした時も、自分のことを

「ジャミーラ」と呼んでほしいと語ったことを記している。（朝日新聞、2014 年 9 月 17 日

付朝刊） 
前出の四方田は、イスラエルに出かけた時、イスラエルという国家を日本の植民地主義

者たちによって「建国」された「満洲国」に重ねて視る山口の観察眼の深さに驚いている。 
 山口淑子は『誰も書かなかったアラブ―“ゲリラの民”の詩と真実』（サンケイ新聞社出

版局）でこんなことを書いている。 
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「『生まれた時からシオニストだった』という現実は、ものごころがついたころに『国』

ができて、そこに生きているかぎり、『満州国の国民』だった私の意識と、同じ感じで受け

とめていいのかどうか、それはわからない。しかし、『シオニストの生き方には批判がある』

と、青年が明るく公言するのを聞いて、私はホッとした。『満州国』で、政策を批判するこ

となどまったく不可能だった経験を持っている私は、その青年の後ろ姿をたのもしいと思

った」 
こういうことを知ると、やはり彼女の感受性の鋭さがわかる。 
 
自責の念に駆られた山口淑子 
山口淑子の一連の著作に目を通すと、満映時代の女優活動について、真摯に問い返して

いるように見える。戦後何度か訪中し、かつて歌った『夜来香』や『何日君再来』が伝説

となって中国の人々の胸の奥に生きていることを知って慰められる。しかし一方、＜李香

蘭は本当に許されたのでしょうか＞と自分を問う。 
ミュージカル『李香蘭』を観た、作家であり中国の文化相を歴任した王蒙は、『李香蘭』

の序曲で『夜来香』の旋律を聞いて「叫び出しそうになった」と書き、あれは「売国奴が

歌った歌」と指摘し、「（日本人）山口淑子は無罪釈放でよい。（結婚し、政治家になった） 
大鷹淑子は貴賓として迎えてよい。だが李香蘭は、徹底的に葬りさらなければならない」

と書いた。（『エコノミスト』92 年 11 月 17 号） 
 中国の民衆の一部はノスタルジックに李香蘭を見ることはあるだろうが、歴史をしっか

りと見つめている識者たちは、李香蘭という存在を決して許しているわけではない。 
しかし山口淑子自身は、心の深い奥底には＜李香蘭＞に魅せられていたのではなかった

か。これはややへそ曲がりの私の推測である。 
 
「私に何かできることはないでしょうか」 
ここからは私と山口淑子とのささやかなエピソードである。2005 年 7 月 7 日の夕方であ

る。方正友好交流の会の事務局がある日中科学技術文化センターに電話がかかってきた。

「大類さん、山口さんという方からです」と言われた。山口さんって誰だろうと思いなが

ら受話器を取ると、電話の相手は、「新聞を見ました。中国に日本人のお墓があるというの

は私も知りませんでした」と驚きの声だった。 
私はまだ見ていなかったのだが、その日の読売新聞夕刊の社会面には、＜「日本人も同

じ犠牲者」中国側が建立＞という記事が大きく掲載されていたのだった。方正友好交流の

会の創立総会にも取材に来てくれた徳毛貴文さんが書いた記事だ。 
山口さんと名乗る女性と、公墓建立の経緯などを 10 分ほど話した。彼女は、私も旧満洲

にいた、何かできることはないか、と問うのだった。いますぐにでも百万円をカンパした

い、というような調子に私には響いた。会報『星火方正』の創刊号を出すべく準備中で、

まだ会の振込み口座も作っていない時期である。 
こんなに創立総会の反応がいいなら、もっと早めに口座を作っておくべきだったと思い
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ながら、いずれ会報ができますからご送付しますので、住所を教えてくださいと言った。 
すると彼女は「ちょっと待ってください・・・」と言いつつ、自分の住所が口をついて出

てこない。そのうち「貴方、李香蘭って知っています？ 」と言いだした。その時、電話

の相手が李香蘭こと山口淑子だと気付いた。「あの山口淑子さんですか。よく知っています

よ。藤原作弥さんとの共著『李香蘭、私の半生』も読んでいますよ」と答えた。それから

また 10 分ぐらい山口淑子と話をした。 
 
「あの時、関東軍は逃げてしまったんですよね」 
電話を終えて、会の顧問でもある日中科学技術文化センターの理事長・韓慶愈さんに、「今、

山口淑子から電話がかかってきましたよ」と言うと、韓さんは「大類さん、彼女に会の会

長になってもらったら」と半分冗談か本気か知らないがそう言うのだ。「会長になったら、

会も有名になるよ」 
 確かに、そうだと思いつつ、有名人か虚名人か知らないが、ひとたび誰かを会長に就け

ると事を進める時、要所要所でお伺いを立てなければいけない。それはしたくないと思っ

ていたので、その話はそのままになっていた。 
 その後、会報『星火方正』の創刊号を送ったが、山口淑子からは何の反応もなかった。

ある日中関係の会合に出たら彼女も来ていたので、終わった後、名刺を出して挨拶したが、

とりわけ反応もなく会話もなく、足早に彼女は会場を後にした。その後、二度ほどちゃん

と会ってもいいかなと思って自宅に電話をしたが、電話口に出ると決まって「あの時、関

東軍は逃げてしまったんですよね」と言うばかりで、話は続かない。 
 山口淑子について、かつて原稿を書いたことがある人が当時、確認のつもりで彼女に原

稿を見せると、「貴方は、この部分をどういうつもりで書いたんですか」と、それは厳しく、

追及するような意地悪な言い方だったそうだ。実に不愉快だったという。仮にＡさんとし

ておこう。旧満州出身で物書きでもあるＡさんは、聞き書きして山口淑子の半生をまとめ

た藤原作弥さんに同情するかのように、「藤原さんは苦労されたでしょうね」と言うのだっ

た。 
 Ａさんはその後、山口淑子から依頼されて、ある人を紹介することになったが、両者を

紹介し終わると、Ａさんはさっさとその場から立ち去ったという。 
 私はＡさんに、山口淑子が電話をかけてきた話をし、その後は愛想がない！―そんな話

をすると、「彼女は気まぐれなんでしょ」と、Ａさんは吐き捨てるように言うのだった。Ａ

さんの山口淑子に対する腹立たしい気持ちはなお、収まっていない様子だった。 
 
 戦前戦中の映画史だけでなく、旧満州への侵略の歴史的事実を真摯に考えるなら、これ

からも山口淑子の存在は決して無視できない女優であると思う。 
山口淑子の死を知って、ずっと脳裡にあったことを思いつくまま書いた。 

        
（おおるい・よしひろ：本会事務局長） 
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方正
ほうまさ

日本人公墓が私たちに問いかけるもの 

――「方正友好交流の会」へのお誘い―― 
1945 年の夏、ソ連参戦と続く日本の敗戦は、旧満洲の開拓団の人々を奈落の底に突き落

としました。人々は難民、流浪の民と化し、真冬の酷寒にさらされ、飢えと疫病によって

多くの人々が方正の地で息絶えました。それから数年後、累々たる白骨の山を見た残留婦

人がなんとかして埋葬したいという思いは、県政府から省政府を経て中央へ、そして周恩

来総理のもとまでいき、中国政府よって「方正地区日本人公墓」が建立されました。中国

ではまだ日本の侵略に対する恨みが衰えていない 1963 年、中国政府は、中国人民同様わが

同胞の死も、日本軍国主義の犠牲者だとして手厚く方正に葬ってくれたのです。日本人開

拓民たちのおよそ４５００人が祀られているこの公墓は、中国広しといえどもこの方正に

あるものだけです。（黒龍江省麻山地区でソ連軍の攻撃に遭い、400 数十名が集団自決した

麻山事件の被害者たちの公墓も 1984 年に建立され、この方正の地にあります） 

 この公墓の存在は、私たちの活動もあり徐々にではありますが、人々に知られるように

なりました。民族の憎悪を乗り越えて建立され、中国の人々によって管理維持されている

公墓の存在を、更に多くの人々に知ってもらおう。「愛国主義」ではなく、民衆レベルでの

国際的な友愛精神を広めていこうと設立したのが「方正友好交流の会」です。当会の前身

は１９９３年に設立され、２００５年６月に再発足し、日中友好の原点の地ともいうべき

「方正」に光を当てたいと活動しております。 

 

個人会員 一口 １,０００円  団体・法人会員 一口 １０,０００円 

（口数は最低一口、上限はありません） 

方正友好交流の会 
101－0052 東京都千代田区神田小川町３－６（社）日中科学技術文化センター内 

電話 03ー3295ー0411 FAX 03―3295－0400 E-mail：ohrui@jcst.or.jp 

郵便振替口座番号 00130―5―426643 加入者名 方正友好交流の会 

HP アドレス：http:/www.houmasa.com/ 
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≪報告≫       ありがとうございました 

前号の会報 18 号入稿後、2014 年 5 月 1 日以降にカンパをお寄せいただいた方、また新

たに会員になられた方々のお名前を以下に記して感謝の意をお伝えします。ありがとうご

ざいました。（敬称略、受付けた順に記載しました。2014 年 12 月 1 日現在） 
 

藤原作弥 佐藤すみ江 石田和久 酒井武史 師岡武男 小出公司 山内良子 高橋かよ

子 山川梅子 渡辺一枝 高木凉子 田澤仁 駒形好幸 佐藤千栄子 小松征夫 阿久津

国秀 大西広 毛利悦子 貞平浩 末広一郎 堀江はつ 坂本健 山田敬三 篠原淳子 

下山田誠子 矢吹晋 可児力一郎 柳瀬恒範 城谷稔 大場武男 長谷部照夫 石原健一 

齋藤實 遠藤勇 石山れいこ 篠田欽次 平野徹 内野裕美子 杉田春恵 近藤房子 篠

原国雄 白西紳一郎 石田武夫 中島紀子 伊原忠・恭子 中井詔太郎 小倉光雄 成田

晃一 野澤淑子 馬場永子 小林恒夫 宮原咸太郎 中村静枝 鈴木敏夫 竹中一雄 芹

澤昇雄 松島赫子 高橋増江 小玉正憲 網代正孝 加藤重幸 大頂子東仙道開拓団の証

を守る会 神田さち子 鵜澤弘 岸陽子 瀧亀久男 矢野光雄 小関光二 永瀬明子 黒

岩満喜 新谷陽子 木戸富美江 鈴木幸子 岩永法子 名取敬和 町田忠昭 石井敏夫 

貞包稔男 高橋健男 桜井博之 山田弘子 飯牟礼一臣 古賀勇一 高木昻 田井光枝 

中村久美子 小畑正子 山極晃 今村隆一 藤村光子 及川康年 上条八郎 伊藤幸枝 

千島寛 牧野八郎 小林忠作 木村孝 林郁 野津久夫・喜美子 小林淨子 富田恵子 

木村美智子 小柴玲子 南雲英雄 石橋実 今野日出晴 望月迪洋 秋葉二郎 矢部竜夫 

出口直子 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
≪編集後記≫  
 
今号は原稿が集まらないかと心配だったが、思った以上に多くの人たちに寄稿していた

だいた。たいへんお忙しいところ、皆さんありがとうございました。 
さて、原稿を印刷所に入れようと思っていた前夜、当会参与の木村直美さんが亡くなっ

た、と娘の麻由美さんから電話があった。12 月 1 日永眠。享年 80 歳だった。木村さんは

当会の前身「方正支援交流の会」からの仲間である。謹んでお悔やみを申し上げます。 
木村さんの死もそうだが、このところ、友人知人の訃報が多い。師走が近づくと、喪中

の葉書が届く。以前は父親や母親の死を告げるものが多かったが、今年は友人自身だった

り奥さんだったりと、極めて身近な人々の死である。死がだんだんと近いところにあると

思わずにいられない。 
身近な死を思うにつけ、＜死に方＞がなかなか難しいと思うようにもなった。生まれて

くる時は、本人自身は知らぬ間に生まれてくる。しかし死は、自分で制御できそうでいて

できず、なかなか思うようにはいかない。 
戦争、敗戦、引揚げに伴う死。死を見続けることによって、生を考える。自分の死と共

に時代の行く末をしっかりと見つめることが大事だと思う。 
次号は来年６月発行の予定である。ぜひ原稿をお寄せいただきたい。 
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